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論文内容の要旨

本論文では，適当な関数空間における微分方程式で記述される分布定数系の安定化，安定性，及び

関連諸問題を数学的観点から考察する。

第一章では，不安定な線形放物形分布定数系のフィードバックによる安定化が主題である。境界に

配置された有限個の観測器からの出力信号を，領域に分布したコントローラを介して帰還することに

より安定化を行う。安定化のための十分条件が観測器を表す関数に対する条件として得られる。一方，

この十分条件の欠如が制御系の不安定性を引き起こすか?という疑問が起こる。本文では，この疑問

に対して殆ど肯定的な解答を与える。自己共役作用素ム- q (x )に附随した固有関数展開，作用素

の分数巾，補間空間，微分積分不等式が重要な役割を果たす。

上で得られた十分条件は その制御系の可観測性と深く関っている。可観測性と双対の概念として，

近似可制御性はそれ自体興味深い O これに関して多くの結果が得られているが，主として L
2

一理論

の枠内で論じられてきた。しかしながら，制御系の状態を目標状態にL l の意味で収束させるよう制

御する際，その収束は各点収束を保証しな p。したがって，一様収束の意味での近似可制御性を考察

することは意義がある。空間次元は 3以下と仮定し(応用上はそれで十分) .近似可制御性の必要十

分条件を得る。

第二章では. Banach 空間における半線形微分方程式の解の t →∞のときの漸近的挙動を考察する。

線形部分の係数作用素 A( t )は t に無関係な定義域 D(A) をもち. D (A) はその空間において

必ずしも干周密でないとしている。非線形項は，状態変数に関して一様，または局所的 Lipschi tz 条件

を満たすと仮定している。この問題は，例えば，放物形偏微分方程式の初期，境界値問題を Cα一理
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論の枠内で論じる場合に生じる。種々の条件の下における，半線形方程式の解の有界陸，収束性につ

いての結果が積分不等式を用いて導かれる。

論文の審査結果の要旨

本論文は，分布定数系のフィードパックによる安定化 安定性，および関連諸問題に関する研究を

まとめたものである。

本論文前半では，線形放物形分布定数系において，領域の境界に配置された有限個の観測器からの

観測信号を，領域に分布したコントローラヘフィードパックすることによってシステムを安定化する

問題を考察している。フィードパックによって安定化可能なための十分条件が観測器を持徴づける

関数に対する条件として得られている。さらにシステムの安定化可能性，可制御性，可観測性などの

諸性質の相互的な関係が詳細に論じられている。

本論文の後半においては， 8anach 空間における非線形微分方程式の解の漸近的挙動を考察してい

る。種々の条件の下における非線形微分方程式の解の有界性，収束性，安定性について数学的に興味

ある結果を得ている。

以上の研究は数学的システム理論への貢献が大であり 工学博士の学位を授与するに値すると認め

る。
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